別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　　　支出科目　款：教育費　　項：保健体育費　　目：体育振興費
	事業名: ジュニアグロウアップ作戦事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

教育委員会　スポーツ健康課　スポーツ振興係　電話番号：058-272-1111（内3588）　　　　　　　E-mail：c17769@pref.gifu.lg.jp  
	事業費


　要求額：65,035千円（前年度予算額：12,550千円）

	要求内容


	１　要求の内容


　　競技団体が行うジュニア選手の練習会やスポーツ教室に対し助成する。

（Ａ種目）競技人口が多く、更に選手強化が必要な種目

　　　　　（陸上、サッカー、バレーボール、バスケットボール等）

（Ｂ種目）競技人口が県内全域に広がっている種目

　　　　　（テニス、ラグビー、ホッケー等）

（Ｃ種目）競技人口が県内の一部に集中し競技人口の拡大が必要な種目

　　　　　（ボート、ライフル射撃、ウェイトリフティング等）

（Ｄ種目）競技人口が少なく競技人口の拡大が必要な種目

　　　　　（銃剣道、アイスホッケー等）
	２　所要経費


・県選抜練習会・地区選抜練習会（Ａ種目）　　35,611千円

・県選抜練習会（Ｂ種目）　　　　　　　　　　24,828千円

・県選抜練習会・スポーツ教室（Ｃ種目）　　 　3,693千円

・スポーツ教室（Ｄ種目）　　　　　　　　　　 　903千円

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	12,550
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	12,550

	要求額
	65,035
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	65,035

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県内の優秀がジュニアを早期発掘し、地区レベルで合同練習をすることにより選手の育成を図るとともに、地域における強化組織・強化拠点といったシステムの確立をする。さらに県レベルで選抜された選手を組織的な一貫指導体制のもとに国体等、全国のトップで活躍できる人材を育てる。また、県中学校体育連盟加盟種目や各全国体種目、国体の中学生対象種目を特化し、これを対象に全体的なレベルアップ、強化を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	全国中学校体育大会
（8位以内の入賞数）
	（H　）
	１９
（H22）
	１６
（H23）
	未確定
（H24）
	２０
（H25）
	％


	東海中学校総合体育大会
（3位以内の入賞数）
	（H　）
	１２２
（H22）
	１０６
（H23）
	未確定
（H24）
	１３０
（H25）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	（H24全国中学校体育大会の冬季種目が終わっていないため、現在値、達成率は算出できない。）


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
43種目を対象に、地区選抜練習会、県選抜練習会、スポーツ教室を開催するための旅費や宿泊費、指導者謝金等を助成した。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　当事業で育った選手が東海大会や全国大会で活躍している。特に、ぎふ清流国体の少年種別で活躍した選手のほとんどが、当事業に参加した選手である。
今後は、ぎふ清流国体における少年種別の活躍により、ジュニア層の強化が活発に行われると考えられる。ジュニア強化を推進することにより、国体における中学生や高校１・２年生の活躍が期待できる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　小学・中学年代の選手の早期発掘は、ジュニア層における競技力の向上につながるだけでなく、高校、成年になってからの競技力向上にもつながっていくため、この事業を継続する必要性は高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　ぎふ清流国体の中学生対象の少年種別において、中学生や高校１・２年生の入賞の活躍が見られた。ジュニア強化が、少年強化の礎になる。また、ジュニア強化の組織整備が促進され、活動拠点（クラブ）等の充実が図られている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	各競技担当が、各競技団体の事業担当者と定期的に連絡をとり、助成金を適切かつ有効に執行できるように指導した。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　ぎふ清流国体において、天皇杯・皇后杯獲得のために、少年種別の強化を推進してきた。少年種別の活躍を一過性のものにしないために、ポスト国体として継続したジュニアの早期発掘、育成が必要である。




（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　ぎふ清流国体に通して培われた強化体制を生かしてジュニア強化の拡充を図る。競技人口の一層拡大し、より優秀な選手を早期発掘し、スポーツ王国ぎふづくりを推進する基礎を構築する。そのために、全国規模の大会に多く参加し、上位入賞できるような強化を進める。


